
立入 ○二 言ノルニル ①ノノ
連載（企業経営・戦略）：社会を耕す⑩

女性活躍推進法と男女ともに
仕事・家事・育児の効率化対策

１　　　　 １．はじめに

さて、前回は筆者の妻の出産後および息子の幼児

期における育児・家事・仕事に忙殺さ れる際に直面

した、仕事のパフォーマンスの低下についての問題

と、日本でも最高裁判決で違法として話題となった

マクバラの問題を重ね合わせてまとめてみた。

今回は、新たに成立し10 年間の時限立法となった

女性活躍推進法の概要と、同法の円滑な履行における

実際の現場における男女ともに対応が必要な仕事・

家事・育児における賢い効率化策や改めて注目されて

きたサービスについてまとめてみようと思う。

詳細が本稿 執筆時点で未定のものが少なくない

が、厚生労働省の公表内容を参照・引用して女性活

躍推進法についてまとめておくこととする。

２。女性活躍推進法の成立

コーポレートガバナンス・コードによる報告書

を開示する制度においても、上場各社がダイバーシ

ティ・女性活躍支援などに関する項目を含め、自社

の企業統治・健全性・人権に端を発する各種ダイバ

ーシティ面における対応などについて、コンプラ

イ（要求事項等に応じて従う）か、エクスプレイ

ン（要求事項等に沿わない場合はその理由を説明す

る）かを迫られ、より一層の健全で社会的課題の解

決に資する対応が進められようとしている。

そのような中で、厚労省の発表した内容に沿って

みれば、安倍政権の重要課題でもあるダイバーシテ
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イに関連した女性活躍推進法の成立に伴い、平成２８

年４月１日から、上場企業のみに関するコーポレート

ガバナンス・コード以外の同法によるものとして、

労働者301 人以上の大企業は、女性の活躍推進に向

けた行動計画の策定などが新たに義務づけられるこ

ととなった。

女性活躍推進法で述べられている点としては、自

らの意思によって職業生活を営み、又は営もうとす

る女性の個性と能力が十分に発揮されることが一層

重要であり、このため、以下を基本原則として、女

性の職業生活における活躍を推進し、豊かで活力あ

る社会の実現を図るものとされている。

・女性に対する採用、昇進等の機会の積極的な提

供及びその活用と、性別による固定的役割分担

等を反映した職場慣行が及ぼす影響への配慮が

行われること。

・職業生活と家庭生活との両立を図るために必要

な環境の整備により、職業生活と家庭生活との

円滑かつ継続的な両立を可能にすること。

・女性の職業生活と家庭生活との両立に関し、本

人の意思が尊重されるべきこと

また、女性活躍推進法においては、具体的な取り

組みとして、平成２８年４月１日までに

① 自社の女性の活躍状況の把握・課題分析

② 行動計画の策定・届出

③ 情報公表などを行う

という３つのステップに沿った対応を講じる必要が

ある。
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中で、同法の対応に各企業における遅 れが生じやす

い可能性を筆者は危惧している。

ステップ２として、女性活躍推進法に基づき、ス

テップ1 の結果を踏まえて、女性の活躍推進に向けた

① 行動計画の策定

② 都道府県労働局への届出

③ 労働者への周知

④ 外部への公表を行う

ことが求められている。

上記の①行動計画には、（ａ）計画期間、（b）数値目

標、（ｃ）取組み内容、（d）取組みの実施時期を盛り込

むことが求められている。それらについて、女性の

活躍状況に関する情報を一元的に集約したデータベ

ースが平成２８年２月頃に厚生労働省のホームページ

において公表さ れる予定であり、企業が策定する行

動計画の公表先として推奨されている。

行動計画を策定した旨の届出については、平成２８

年1 月頃から受付を開始するとのことであり、労働

者への周知方法・外部への公表方法については、厚

生労働省令で定めた上で平成２７年10 月頃に提示さ

れるとのことである。

気になる内容面においては、効果的な取組内容に

ついて、厚生労働省において行動計画策定指針によ

って定められ、平成27 年10 月頃に提示される予定

である。

ステップ3 として、優秀な人材の確保と企業の競

争力向上につなげるため、自社の女性の活躍に関す

る情報を公表することが求められている。

公表する内容等については、

① 採用者に占める女性比率

② 勤続年数の男女差

③ 労働時間の状況

④ 管理職に占める女性比率のほかの公表項目

といったことであり、公表方法については、厚生労

働省令で定めた上で平成２７年10 月頃に提示される

予定である。

厚生労働省が提示する予定の女性活躍推進法にお

ける取組み分野として、

① 女性の積極採用に関する取組み
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3。女性活躍推進法で対応が
必要な３つのステップ

ステップ1 として、必ず行わなけれぱならないと

さ れていることに、次の４つについて現状把握と課

題分析を行うこと が挙げられている。

① 採用者に占める女性比率

② 勤続年数の男女差

③ 労働時間の状況

④ 管理職に占める女|ヽ生比率

という４点について、上場企業でなくとも非正規職

員を含め３０１人以上の雇用を行っている事業者が把

握・課題分析を行わなければならないものとさ れて

いる。

では、具体的にどのように現状把握および課題分

析を進めれば良いかについては、平成27 年中に厚生

労働省のホームページにおいて公表予定とのことで

ある。したがって、本稿執筆時の平成27 年9 月時点

では不明な部分が非常に多い。

望ましい課題分析の仕方や内容等については、行

動計画策定指針で定め、平成10 月頃に厚生労働省が

提示する予定のようであるが、どこまで実態に即し

て実効性あるものがまとめられる かは、筆者として

はやや気にかかる点である。

マイナンバー制度対応で右往左往しているか、よ

くわからぬまま「漂流」している企業が少なくない
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② 配置・育成・教育訓練に関する取組み

③ 継続就業に関する取組み

④ 長時間労働祭TFなど働き方の改革に向けた取組み

⑤ 女性の積極登用・評価に関する取組み

⑥ 雇用形態や職種の転換に関する取組み

⑦ 女性の再雇用や中途採用に関する取組み

⑧ 性別役割分担意識の見直しなど職場風土改革に

関する取組み

といったことが挙げられている。

4 。女性活躍推進法に基づいて
伏せられる都合の悪い真実と

優良認定マーク

ただ、女性活躍推進法においては、上記の公表項

目はその中から、企業にとって適切であると考える

項目を一つ以上選んで公表すれば良いとのことであ

り、都合の悪い項目は伏せたままで良いとの点につ

いては、同法が形骸化する恐れやいわゆるブラック

企業でさえ自社に都合の良いデータを公表して、同

法に基づいた場合でのみ優良企業を装うことも可能

かもしれないと筆者は危惧している。

たとえば、あるブラック企業が、勤続年数がきわ
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めて短く人材を使い捨てにするような悪質な対応を

行っていた場合でも、女性活躍推進法や厚生労働省

の定めた内容に基づき、勤続年数は圧倒的に男性の

みが長いものの、採用比率では女性が多いような場

合、この企業は自社にとって都合よく女性の採用比

率の良さだけを公表して優良企業アピールをすれば

良いことになってしまう。

そのような点を考慮したのかどうかは別として、

行動計画の策定・届出を行った企業のうち、女性の

活躍推進に関する取組の実施状況等が優良な企業

は、都道府県労働局への申請により、厚生労働大臣

の認定を受けることができるようになるとのことで

ある。

つまり、外部への公表については、自社の都合の

良い内容・項目のみ公表して都合の悪い内容・項目

は伏せたままでも良いようにしつつ、実際に詳細な

部分においても実態としてある程度優良な取り組み

企業については、厚生労働省によるそれなりに優良

らしさを示せる認定マークを、各社ウェブサイトや

名刺に掲載して企業イメージ向上を図れる法制度に

なっているようである。

ただ、認定基準や認定マークについては、厚生労

働省令などで定めた上で平成２７年10 月頃にその詳

細が提示されるとのことで、全体的に見切り発車で

進めつつ突貫工事的に法制度の整備を進めているよ

うな印象はぬぐいきれない。

？
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6 。女性活躍推進や男女ともに

効率的で生産性の高い業務を
支援するもの

では、実際の問題として、どのような対応を進め

れば効率的で生産性の高い業務・家事の対応が整え

やすくなるかについて考えてみよう。

よく労働生産性の国際比較において、日本企業 に

おける労働生産性は他国と比してかなり低いと批判

されることが少なくない。

ひるかえって、その他国での実態として何か行わ

れているかといえば、仕事・家庭の調和を保つ上で、

ある意味で従来の日本のやり方から見れば大胆に割り

切って対応しているようなものとして、筆者は

① 個人的に雇う秘書

② 家庭での家事代行

③ 便利な家電製品などの積極活用

といった点に注目してみた。

ます、①個人的に雇う秘書については、企業側が

必ずしも各職員に秘書をつけてくれるとは限らない

中で、雑多な作業までこなしていては、本来、社員

が行うべき創造性・生産性の高い仕事を効率的に行

えなくなってしまうことを解消する上で注目さ れる

べきことであろうと筆者は思っている。

ある意味で本来は企業側が提供すべき秘書サービ

スを個人的に雇う自衛策のようなものかもし れない

が、筆者が実際に調べてみると、非常に手軽にお手頃

な秘書代行サービスが日本でも普及してきている。

筆者が実際に調べて活用してみたいとさえ思っ

た秘書代行サービスは、日本における従来からの電

話秘書代行サービス（電話番になってくれるサービ

ス）ではなく、出張の際の旅程作成・交通手配・現

地の移動経路地図検索などを含め、電話やメール1 本

でさっと対応してくれるものや、営業代行ではない

ものの新規顧客開拓の簡単なリサーチ・情報収集な

どを含め、様々な業務について秘書として一定の時

間単位で対応してくれる秘書代行サービ スがある。

たとえば、ベンチャー企業などの経営者などには
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5 。法制度対応の形式だけ
整えて女性活躍は
推進されるのか？

筆者は育児・家事・仕事に加え、家庭内での良好

な関係構築（嫁・姑間や親子間の温和な関係構築）

にも奔走する中で、女性活躍推進法やその制度設計

を見てみた中で、法制度対応だけで女性活躍の推進

や男性が女性活躍推進を理解・支援・協調しきれる

かどうかは、きわめて懐疑的である。

企業の実務や家庭の実態として、結婚・出産・育

児などで仕事以外の負担が非常に多くある女性が活

躍しやすい社会づくりとして、効率的で生産性の高

い仕事の推進や家事の負担軽減が必須である。

また、結婚・妻の出産サポート・育児・介護など

を行う男性側や、女性活躍の推進に理解があまりない

男性側においては、女性の産休・男女ともに取得すべ

き育休・介護休暇などにおいて、誰かが休暇を取得し

た際に穴があく業務分をサポートする周囲の同僚・上

司部下なども、仕事・家庭の両面において効率的で生

産性の高い仕事の推進体制が整えられなければ、マク

バラやパワハラなどが同法を契機に却って副作用的に

加速される恐れを筆者は危惧している。



な じ み 深 い か も し れな いも の と し て 、「Ｋａｏri-ｓａｎ」

（http:// ｗｗｗ.ｍｅｅtｋａｏri.ｃｏｍ/ja/ ）と い う バ イ リ

ン ガ ル 対 応 の オ ン ラ イ ン 秘 書 代 行 サ ー ビ ス が あ る 。

日 本 国 内 で の 業 務 内 容 に 加 え 、 海 外 で 銀 行 口 座 を 開

設 す る の に 必 要 な 手 続 き を 調 べ た り 、 医 療 機 関 の 受

診 の 予 約 や 接 待 で 使 う 際 に ど ん な お 店 が 良 い か な ど

の リ サ ー チ を し たり と い っ た 、 生 産 性 が 低 い と さ れ

がち な 業 務 を 代 行し て く れ る よう で あ る 。

も ち ろ ん 、 エ グ ゼ ク テ ィ ブ 層 の 方 々 な ど で ブ ラ ッ

ク やプ ラ チ ナ の クレ ジ ッ ト カ ー ド をお 持 ち の 方 々な ど

は 、 カ ー ド デ ス ク がカ ー ド 使 用 の 促 進と 併 せ て 代 行し

て く れる も のも あ る が 、 一 般 社 員で も 手 軽 に月 額 数千

円 か ら 雇 え る バイ リ ン ガ ル の 個人 秘書 サ ー ビ ス を提 供

し て い る 点 に 筆 者 は 興 味深 く 感 じ ら れ た。

ま た 、 最 近 は 某 企 業 の テ レ ビ Ｃ Ｍ で も よ く 宣 伝 さ

れて い る が 、 多 く の 人 に 会 い 名 刺 交 換 し た 際 に 、 大

量 の 名 刺 が 手 元 に あ っ て 名 刺 入 力 や デ ー タ 管 理 が 面

倒 な 方 々 に と っ て は 、 名 刺 の デ ー タ 入 力 サ ー ビ ス が

大 変 心 強 い 。

筆 者 も 以 前 に 利 用 し て み た も の で は 、 名 刺 デ ー

タ の 誤 入 力 率 も 改 善 さ れ て き て い る も の で 、 ま と め

て 名 刺 を 送 れば ポ ン と デ ー タ 化 し て く れ るも の があ

る 。 自 分 や 自 社 に あ っ た サ ー ビ ス に つ い て は 、 イ ン

タ ー ネ ッ ト 検 索 で 「名 刺 入 力 」 と 入 力 し て 検 索 し て

も ら え れ ば 、 様 々 な 業 者 が 検 索 で き る 。

そ の 他 に 筆 者 が 調 べ て い て 気 に な っ た 秘 書 代 行

図5
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サ ービ スと し て は 、 子 育 て 中 の ス タ ッ フ が 中 心 と な

っ て 、 必 要 な 時 に 必 要 な 分 だ け 業 務 代 行 し て く れ る

「ウ ィ ズマ ミ ー 」（http:// ｗith-ｍｏｍ ｍy.ｃｏｍ/ ） と

い っ た 、 秘 書を 必 要 と す る 側 も 代 行 し て く れる 秘 書

サ ービ ス 提 供 側 も 子 育て な ど に 直 面 し て い る 者 同 士

と い う 形 態 で 、 女 性 の 活 躍 推 進を 相互 支 援 で き そ う

な も の や 、 月 額 は フ～10 万 円 で お 手 頃 と ま で は 言 え

な い か も し れな い も の の 、 バ イ リ ン ガ ル で 洗 練 さ れ

た 秘 書 代 行 サ ービ ス を 提 供 し て い る と い う 「キ ャ ス

タ ービ ズ」（http:// ｃａｓt-ｅr.ｃｏｍ/ ） な ど も 筆 者 の

目 を ひい た 。

② 家 庭で の 家 事 代 行 に つ い て は 、 日 本 で も 以 前 か

ら い わ ゆ る 「 家 政 婦 」 （ お そ ら く 人 権 配 慮 し て い く

中 で は 「家 政 婦 」 と い う 婦 女 の 「婦 」 に 限 定 し て 記

載 さ れる も の で は な く 「 家 事 代 行 サ ー ビ ス 」 と 記 す

べき で あ ろ う ） が良 く 知 ら れ て い る が 、 子 供 が 熱 で

病 院 に 連 れ て 行 か な け れ ば な ら な い 時 や 、 業 務 繁 忙

な 時 な ど 、 必 要 な 時 に 必 要 な 分 だ け 依 頼し た い と い

う ニ ー ズ を 満 た すよ う な サ ービ ス の 方 が お 手 頃 で お

手 軽 で あ ろ う 。

そ う い っ た 点 で 、 筆 者 が 気 に な っ た も の と し

て は 、 ギ フ ト 券 と し て で も 短 時 間 の 家 事 代 行 サ ー

ビ ス を 販 売 し て い る 家 事 代 行 大 手 の 「ベ ア ー ズ 」

（http:// ｗｗｗ.happy- ｂｅａrｓ.ｃｏｍ/ ） があ る 。

法 人 向 け ギ フ ト や 回 数 券 チ ケ ッ ト 方 式 な ど 、 定 期

的 に 必 要 と い う ほ ど で は な い も の の 、 自 宅 で 自 分 の

親 に 頼 り たく て も 頼 れ な い 時 や 保 育 サ ービ スも な か

な か 手 配 で き な い 際も 、 ま た 、 業 務 繁 忙 期 に ど う し

て も ヘ ル プ が 必 要 な 際 の み に 、 手 軽 に 使 え る 家 事 代

行 サ ー ビ ス は 心 強 い よ う に 筆 者 も 思 う の で あ る 。

そ の 他 、 い ろ い ろ な 地 域 ・ 特 色 ・ サ ービ ス 内 容 の

異 な る 業 者 に つ い て は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 検 索 で 「家

事 代 行 」 な ど を 入 力 し て 調 べ て 頂 け れば 、 ご 自 宅 の

近 く で 手 頃 に 依 頼 で き る も の が 検 索 で き る 。

も ち ろ ん 、 女 性 だ け を 対 象 者 と し て で は な く 、 男

性 が 家 事 を 行 う 当 番の 日 に 重 要 な 会 議 で 抜 け ら れ な

い よ う な ケ ー ス や 、 激 務 続 き の 中 で 家 事 も 行 う 単 身

赴 任 の 方 々 にも 便 利 な サ ービ ス が 提 供 さ れ て い る 。

③ 便 利 な 家 電 製 品 と し て は 、 か な り 普 及 し て き た



ものとして、各種のロボット掃除機をはじめ、筆者

も苦痛を感じる料理・食事の後の皿洗いを効率化さ

せる食洗機、さらに、雨続きなどの際にも安心で洗

って乾燥させるまでを一気にこなしてくれる洗濯乾

燥機など、欧米では一般化してきている家電製品が

あると非常に楽であるし、男女・育児介護などに関

わらす、貴重な時間のねん出に一役買ってくれそう

である。

また、先に述べた名刺入力サービスをお金を払っ

て頼むほど大量の名刺はないものの、いちいちデー

タ入力する時間を効率化したい方にとっては、スマ

ートフォンの名刺管理のアプリを導入して、お手元

のスマートフォンから写真をとって文字認識してデ

ータ化するようなものも便利かもしれない。

上記①～③のいずれにせよ、時間を生み出す自己投

資を通じて、家族と向き合う時間をねん出したり、効

率的で生産性の高い仕事をしたりするために、男女・

育児介護などを問わす非常に便利であるとともに、女

性活躍推進法の理念を現場・家庭の実態の面から実質

的に推進するために有意義であろう。

今回は、新たに成立しダイバーシティ・少子高齢

化対策 ・男女共同参画などの社会的土壌を 「耕す」

上で重要な観点を交えて、女性活躍推進法をベース

にしたお話しをまとめてみた。

また、本稿を契機として、筆者の見識不足であれ

どうあれ、ＣＳＶに関する議論やその他各種課題につ

いての議論活性化の呼び水となるようであれば、筆

者としては幸いである。

【執 筆 者 紹 介 】

戸 村　 智 徳 （と む ら　 とも の り ）

早大卒。米国ＭＢＡ修了 。米国博士後期課程（Ph.［⊃］中

退。国連勤務にて内 部監査業務の 専門官、国連戦略立案専

門官リーダー、国連が進める世界的ｃｓＲ運動 である「国

連グローバルコンパクト」広報・誘致業 務担当。民間企業

役員にて、監査統括、人事総 務統括を担当 。上場|丁企業のJFE

システムズ㈱アドバイザーやJA 長野中 央会の顧問な

ども担当。日本マネジメント総合研究所合同会社の理事長

として、産学共に活動中。岡山大学大学院非常勤講師など

教鞭をとる立場にも身を置いてきた。

29 冊の出 版物をはじめ、ＮＨＫ ｒクローズアップ 現代」番

組監修・Ｔｖ出 演、テレビ朝日 「そうだったのか ！池上彰

の学べるニュース」番組監修、Ｂｓ１１報道番組 「イン サ

イドアウト」でのコメンテーター （トヨタのリコール問題

とリスク管 理）、ＮＨＫ（Ｅテレ）「めざせ ！会社の星」専門

家ゲスト丁ｖ出演・番組制作協力 などの出演の他、各種メ

ディアでの情報発信などにも意欲的に取 組む。

代表的な 書籍として、「企業統治の退廃と甦生」（戸村智憲

著、中 央経済社）、「クリエ イティブ 監査への道」（戸村智

憲 著、税務経理協会）、「しっかり取り組む「内部統制」：

企業健全化プログラムと実 践ノウハウ」（戸 村智憲 著、実

務教育出版）など。
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